
第 1巻第3競 Vol. 1. No. 3 

内td-

5dミ 委員
THE BULLETIN OF JAPANESE 
SOCIETV OF PHVCOLOGV 

昭和28年 12月 December 1953 

目 次

i宮城タ憾の織物内ンク 1ン 平野 笈...69

クモノzヒメゴケの襲来に就いて…・...・H ・.......・H ・-…瀬木紀男…73

アルギン酸ソ ーダ及びアノレギン敵ソ ーダ工業の現状ー 岡崎彰夫…76

宏、際半島海lff磁議類調査縦要-………・・…・….....・H ・..梅崎 ~ . . . 87 

伊畿に於ける今夏の議類研究二革g.........……...・H ・..…八木繁一…89

第8凹万閤植物拳舎に紙、て -一-…………・・・…・・……-…ー… .91

Ba抗ers著「穿孔荻類の新底コンコセリスに就いてJ.. 三百1i日混雑・・92

撃令級事 ・・・……・ ・・・・・ー・…・・・・ ・・ ー…………-・ ・・・ー……96

〈、~

日本 藻 類 準 曾

JAPANESE SOCIETY OF PHYCOLOGY 



日本藻類皐合合JlIJ

(総則)

第 1j旗本令は日本誠実i't準令と羽11する。

第2降 水令は若草当性の逝歩普及を阻IV，併せて令員相互の連絡lliLに親l也をlQlることを

目的とする。

第 3fi糸本合は1狗僚の目的を主主:するために，次の253震を行う。

1. 車~:*の日目官il (年11珂)

。 若草~Jlに附する研究令，訟判令，採集令;\';，の開催

3. 定期刊行物の後刊

4. その他的俸の目的を主主するために必要な事業

第4総本令の事務所は令長のもとにお〈 。

費~ 5 j!条本令の司E来年度ーは 4月111に始まれ翌年3月31l:iに終る。

(曾員)

第6jl条令只は次の3秘とする。

〉

ゐ

、‘ '

司

、、J・‘・'.. .、

]. J，"!，'通合且(務郊に闘，むをもち，本令のJ臨旨に賛同する個人叉は|羽f本で，役員令

の*~忍するもの)

2.. 名@令11.(務~~の~迭にTI献がるり，本舎の趣旨に賛同する個人で，役員舎の

推隠するもの)

3. 特別令只(本合の趣旨に賛同し，木令の設展に綜に寄興した個人叉r.t図体で，

役只'f'Iのm~践するもの)

第7f!条ヌjI:.'f'Iに入令するには，住所，氏名(図体名)職業を記入した入令川I込舎を令

J主に差l.Uすものとする。

第s係合只は毎年令'E(300闘を前納するものとする。但し名穆令只及び物別合員は
合授を袈しない。

(役 員)

第 9総本令に次の役.n.をお〈 。

令長 一名 (任mJは2ヶ年とする)
幹事 若干名 11l:WJは2ヶ年とする)

令長は総令に於て令只*よりとれを滋:11する。幹事は令長が令只巾よりとれを指

名する。

(刊行物)

第10総 本令は定期刊行物「務妨」を年3問刊行し，令長に無料で頑耳目する。

附則

との令RIJ は IJ問日 ~S&1'-10月11日から施行する。



宮城外濠の植物プラ V クト V

平野賞*

M. HIRANO: on也epbyto-plancton found in也e
ou'飽rm叩.tof tbe 1m戸市.1pal脚.

宮城外誌のプランクトンに就ては洞揮勇氏の研究が昭和7年に陸水串雑誌

第2巻の誌上に護表されている。議報告によれば 1931，....1932の聞に得られ

た藻類の内欝は藍藻2種，珪藻6種，鞭毛藻8種，双鞭藻 6種，緯藻14種，

合計 36種であると云う。筆者は昨年西山茂雄氏が閥東地方修串旗行に引卒

して行かれた際に採集された資料を頂戴して検する機舎を得た。此の資料は

1952年 5月に採集されたもの‘で，先の洞津氏の調査されたものからは20年

の歳月を経て.t;-v ，其の聞の外接に出現する植物プランクトン相の消長の一
端を知り得る様に恩われた.もっとも資料は一年の一時期のものでaうるから
周年にわたる該相を知る事は出来危いし，又一資料をもって 20年前のプラ

ンクトン相と比較して論議する事も受賞ではない.唯洞津氏の報告にない種

類が若干出現しており， 5月に於けるプランクトン相の重要君主地位を占めて

いる事は見逃し難い。此の機舎に資料を提供して下さった西山茂雄氏に深謝

する。

植物プランクトンは藍藻2種，珪藻4種，緯藻8種，鞭毛藻1種が認めら

れた。量的には Melosiraが最も多く， Microcystis， Attheya， Pediastrumがとれ

に戎ぐ。此の外個体教は少ないが Stattrastrumが撤種認められた。 Microcystis

aeruginosa K色TZ. は各地の池泊に瓦期水ノ華を形成する普通の浮酵位の藍藻

で洞津氏の Clathrocystisaeruginosaに相賞する。藍藻にはもう一種 Aphanoal.仰

bi/ormおA.BR.が出現してゐL 境界有す明の粘塊内に多数の細胞が坦在し

て群体をなし量的には Microcystisに劣る。本種は元来集生のものに名付け

られたが水生の AphanocapsarifJUlaris、(CARM.)RABENH. と同一種でるると云

われている.細胞は約 6μ の直径を有し擬抱が認められた。洞津氏は浮瀞珪

養京都大事現準都植物皐敏室
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70 重量 類第1$ 第3務昭和m年 12月

藻として MeZosiraitaZica K伽 'Z. を畢げているが筆者の検したものは Me-

Zosira granuZata但HRE悶・)RALFSで，末端細胞に顕著た刺がるり容易に直別

が出来る。共の外に Asterionella，NavicuZa等教麗泊漣べられているが種名が

明らかにされていゑい。 5月の資料では Asterionellagracillima (HA:NTZSCH) 

HEIBERGの外に FragiZariacrotollensis KITT・が少数個体検出された。 Attheya

Zachariasi J. BR'聞は川村多賀二氏によれば各期琵琶湖に多数出現すると云

う。本種は中部地方の湖沼にも分布してjo-b，前二者と共に本邦浮酵珪誌の

重要注る一員である。鞭毛類は唯一種Dillobryollsertularia IMHoF.が認められ

た。此の種類も洞津氏の報告には訟い。

線藻では Pediastrumが最も量的に多〈又大形で目立っているが洞津氏の報

告にはたい。 PediastrtlmsimpZex (MEYEN) LEMM・V町 .duodenarium但AIL.)RA-

BENH.と PediastrumcZathratllm (ScHROTER) LEMM.とが殆んE等量混棲して

いる。畢名に就ては十分主主検討を矯してい1;(いので BRUNTHALER，PRESCOTT

雨氏の著書に従って上記の様にして必<0 PRESCOTT氏は此の雨者を同一種

と見訟している様でるり，筆者も同一種にみなしたい。 PediastrumdupZex ME-

YEN var. cZathratum (A. BR.) LAGERH. は，上記種にくらべると著しく個体

重まが少たい。 Scenedesmusquadricauda何UR.P.)B凶B.，Tetraedron mi.πin脚 1(A. BR.) 

HA:NSG.， CoeZastrum sphaericum N.λG・は何れも稀に護見された。洞津氏は Sta-

urastrum SebaZdi REINSCHを記してゐられるが該種はたし小形の Staurastrum

が3種混棲じていた。此等の種類は相互に類似じているので見逃され易いが

失の様にして匝別する。

la. 細胞は上面より見て二放射形。

2a. 搬小種，腕欣突起は短かく，先端に刺訟し。

…• St. tetracerum 
2b. 梢々中形種，腕欣突起は長く，先端に三刺を具う。

. St. paradoxum 

lb. 細胞は上面より見て三放射形。

2a. 牛細胞はコップ形，腕紙突起は斜め上方に向う。

........... ... St. paradoxum var.仰向IUm

2b. 牛細胞は鏡形，腕欣突起は殆んc!:7k卒。

…... St. Manfeldtii var. pZanctonicunl 
Staurastrum tetracerum RALFSは本邦王子地の池沼に康く分布してゐり，外接
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n 平野:宮銭外濠の植物プランクトン

ロ6
4 

園服説明

1. Ped似strumBimplez (1¥血YEN)LEM弘 var.duodenar伽m(BAIL.) 
RABENH. 2. P. olathrat~仰(ScHRÖ官R) LEMM. 3. P. duplez 
MEYEN var. clathratum (ムBR.)LAGERH. 4. Atthe抑 Zachar伽割・
よ BRUN. 5. Sc側 eds抑制q制 dr伽旬dα(TuRp.)BREB. 6. Tetrae-
dr抑制，nimum(A. BR.) HANsG. 7. Staurl1.8trum parad，郎 um
MEYEN vor. paruum WEST. 8. St. paradozum MEYEN. 9. St. 
Manfeldtii DELP. var. pla.nctonicum LUT阻 M.
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72 書集 類鯵1巻第S繊昭和28"12月

でも少数個体が殻見された。 StaurastrumμradoxumMEYENの基本種は 3--4・

radiate formでるるが biradia:也 formも報告されている。英園産に就て

WEST & CARTER雨氏の圃設するものに良〈一致する。 G.M. SMITH氏に
よればウイスコンシン湖沼には StaurastrumtetraCeT1tm RARFS V:町'.f)alid:仰 W.

& G. S. WESTがあると云う。又 St.Chaetoceras (ScHROTER) G. M. SMITHも

biradia:胞 formで何れも外語産の biradiateformに類似しているが，前者

とは腕扶突起の先端に銑き刺を有する事により，後者とは牟細胞体の雨側縁

の平滑~る性質により，又突起や半細胞上部内側に頼粒群を検〈事により直

別ずる.St. Manfeldtii DELP. V町'.planctonicz即日TKEM.は水平に伸びた腕赦

突起と其の先端が叉般に分岐する事により，牛細胞の形般により外譲産の他

種と匝別する。欧掛l産の記載よりは柑々小形で，細胞の長さは突起共に 38--

39/1.，幅 60/1.，離れの幅9.5μであった。本種は長らく不明のままにされてい

たもので近年 G~ÖNBLAD， M路部OMM回， TEILING， SKUJA等北欧の諸事者

の研究により明らかに友りつつある種類であって，原著者日時臨むLLER氏

がルンツ下糊に於て注した植物プランクトン研究の中に含まれていたものと

推測され，氏の第一戎大戦中に於ける死亡によって賞現を見守，其の後稿者

DoNAT氏によって完成された同湖の胸nu副 ptもドイツ敗職に際曾して共

に失われたと云う。唯L也TKEMULLER氏が G.S.WEST氏に諮った私信の中

に本種が述べられて会り僅かに氏の構想を知る事が出来ると云う。 EINAR

TEILlNG氏が此の閣の事情を明らかにしている。

文献

BRUNTHALER， J. (1916) : In PASCHER'I日制鰯W縦割ぽ'-ftora..H. 6. 
GRONBLAD， R. (1942): Act. Soc. Sci. Fenn. B.2. 
洞津 勇 (1932):働時様蕗第2倉.
川村多賀コ (1918) :淡水生物拳上巻.
M回SIKOMMER，E. (1924): Beitr. Geobot. Landes. Scbw，白. H.24. 
P阻 SCOTT，G. w. (1961): The剖伊串 oftbe W副 ernGreat Lakes Ar欄.
SMITH， G. M. (1942):. Bull. Univ. Wisc. no. 1270. 
TEILING， E. (1947): Sv. Bot. Ti，ωskr. 41. 
W回 T，W. &CAR'四R，N. (1923): A Monograph of the Britisb Desmidiaceae 
V. 
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積木: タモノスヒメゴケの議果に就いて 73 

クモノス巳〆ゴクの轟果に就いて

瀬木紀男*

T. SEGI: on油ecystocarps of Herposiphon'αto旬ett，αOKAM.

本邦産ヒメゴケ嵐Hertosipboniaの一種として，かつて岡村博士はクモノス

ヒメゴケ Hertosithoniatenella (C. AGARDH) NAEGELI怒る種を詳細に報告さ

れた。該種は四分胞子畿を有する無性体のみにつき査定記載されたもので，

有性体については未知のまま今日に至っている。然るに筆者が今般調査した

愛知県草伊川津産の豊富怠る材料中に，幾らかの重要たる襲果相賞教を有する

雌性体を見出し精査した結果，本邦産のクモノスヒメゴケは外周産の H.

teneUa (C. AGARDH) NAEGELI とは金〈異なったもので，新種 H.terminalis 

SEGI とすべきととが最も受賞怠りと判断するに至ったので之の概略を述べ

たいと思う。

伊川津産の本海藻はアマモ Zo山 'ramarina L の葉.上諸問・に附着して叢生す

る毛般の紅藻にして，体の構遣は岡村博士の記載及ぴ闘{日本海藻誌， 1936， 

p. 870;圃譜 VI，p. 22. 23頁， 264闘版， 1-9闘)と金〈一致し，同一種の

続物とJ思bれる。
本植物体の毛臥喋.仕ichobl踊 tは短僚(又は長僚)の先端部にのみ各闘節に

一本宛，少数 (1-3本)謹績して左巻きに生やる.毛払嘆の基部には，周心

細胞と明らかに匝別し得る闘き塊形の基部細胞basalcellが存在する。毛j依

葉は 1-3回分岐し，細長<， 50-600μ(平均 230μ 位)長<， 6-20μ 太

<.基部の方に太L。以上は短僚にある場合であるが長僚の場合は之より可

及り短かくして 30-250μ(平均 140μ 位)長<， 8-22μ 太し。通例1f.落

性にして，基部細胞 basalcel1は明瞭たる永績性の痕跡細胞 S回r-偲nとし
て残存する(第1闘参照)。基部細胞又は痕跡細胞及び頂端細胞は何れも徳利

形の中軸細胞から形成される。

プロカルプ及び麗果の形成過程は，本材料に於いて漸くにして観察し得た。

即ちプロカルは短僚の最先端に生守る毛赦葉の第二の闘節に生守る.短僚が

普三重脇立大動1t産拳官官
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74 議類第1!fe第S務昭和28年H!月

9-11関節を有する迄に成長すると，先端部に毛駄喋が出来lま巳め，それが

出来ると枝の先端の伸長は停止される。中軸細胞より形成された最先端の細

胞は，横に分割して一方は毛般葉として仲び，一方は頂端細胞api伺.1cellと

註りて留まるものと思われる (第1圃A参照)。又先端に頂端細胞を依き，

毛蹴葉を出す基部細胞或いは毛払守寵の名残りの痕跡細胞のみ観察される場合

も相官多い(第1圃D参照)。いやれにしてもプロカルフ・を生じた毛紙葉の

第二の関節は複雑君主分裂をはじめ，第ーの関節も横に分裂して数個の周心細

胞となり，基部細胞及び頂端細胞もその部の周心細胞と金〈直別がつか主主く

• 1 園
タモノ Z ヒメゴケ Herp08電pk側 iaterminaZiB SEGI 

A. 頃端細胞 (a)，基部細胞 (b)，痕蹴雌(母

及び毛放棄{幼を有する短僚の積端部 (X100)
B-E. 短像の種，々の頃端部を示す (x 100) 
F. 長者宅軟禁を有する短像の環端部 (X65) 

主主る。プロカルプが護謹すると，普通第三の闘節の細胞は押しつぶされた如

き形にて，プロカルプの頂部に建f1，第四閥節以下は脆落する(第 1圃.E及
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瀬木: クモノスヒメゴケの蜜呆に就いて 75 

び第2圃A，B，C参脚も，第2闘Dtc示す如くかゑり後まで残存するもの

もある。かくて麓果は短僚の頂端に頂生すると見られる(長僚には形成され

たい)。麓果を有する短僚は他のものより太

<.且つ頑強で・長い(但L闘節白書k及び周心

管の教は他のものと饗ら7'J:い)。嚢果は長〈

且つ太くなった短僚の頂端に頂生し，単調

に生じ，壷形を怒し，頂端に長い頚と裂口

を有L，大きく， 390-570x600-825μ 位

の大きさを有する{第2園 H参照)。

本種と外聞産の H.tenella (C.. AGARDH) 

NAEGELI と比較するに，後者は FALKEN-

BERGの記載及び岡田NGLERu. PRANTL'S， 

Naturlichen Pflanzenfamilien， 1. Teil Abt. 

2 (189町p.459，Fig.258.A)より判断すれば，

護果は短僚に側生し，且つその形は“kuge-

lig"又はもiformig"なるも，本材料にては

前越の如〈にして斯様訟ととは金〈ない。

又 BORG酪聞の H.spec. (Mar. Alg. of the 
Dan. W白iI.Ind.， vo1. 11 (1915-1920) p. 

474. fig. 431)に於いては，校の先端が“re-

newed growth" するとと多きも，本海藻 E 

にては斯様訟とと又なし諜果は必らす=頂

F 

第 2 園

生する。

以上の如き差異により本海藻を H.ter初 j-

nalis SEGI と命名し，その詳細た記載等は

クモノスヒメゴケ

Herp08電phoniatermI!旬aliB極GI
A-G.嚢呆の形成 (x 50) 
H. 成熱せる重量巣 (x15) 

近刊の三重勝立大串水産皐部報告(敏文)に譲りたいとJ思う。
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76 事薬 類第1港第S波踊利28年12月

アルギシ酸ソーダ及びアルギ V酸

ソ{ダ工業の現股

岡崎彰夫

(7)t産臨調査研究部研究第二課)

アルギン酸の護見は 1883年イギリスの化拳者スグンフォードによるもの

である。それ以来イギリス， ドイツ，ソ謹等の諸園で製遣し日本にも惇えら

れたが，今度の職争中需要が念激に増加し，技術も念蓮に進歩した。とれは

日本の寒天が各聞に輸出せられや，その代替を各園で自国資源に求め Macro-

cystisという長大主主権藻からアルギン酸を作る研究を行ったからでるる。 現

在の世界のアルギン酸原藻の推定生産高及びアルギン酸の推定生産能力は第

1表に示す通りである。

『 即ち日本は寒天と同様にアルギ

ン酸工業についても世界的に優位

にるるととが分る。

現在の日本のアルギン酸工業は

ー工場に於ける生産車位が低いの

と，燃料及び電力費が外閣に比し

て比較的高慣でるるため，その慣

格が輸出を満足させるに至ってい

ない。

日本に於けるアルギン酸工業は

線、てNa-躍として生産されてたり

アルギン酸ソーダとして市場に出

ている。アルギン酸ソーダは援国

力は殆んEない賠は寒天に劣る

が，極めて強い粘性を有しそのた

め種々の用途に供せられている。

製浩方法の大要は弐の通りで

ある。

第 1 表

世昇の褐藻類生産額及びアルギン融

(叉はアルギン殿ソーダ) 生産能力

(推定を含む)

|褐華菜類けルギン敵
陣 名|生産高|主康隆カ

日 本

イ ギ リ ス

ア メ リ カ

オーストラリア

ユ a ージーランド

南アヲ V カ

チ り ー

ソウ。ィエット

スエーデン

ノルウエ

ド イ ツ

フ フ ン ス

カ ナ タ'

20.000.000 

18.000.000 

8.500.000 

1.500.000 

500.000 

300.000 

300.000 

300.000 

200.000 

200.000 

200.000 

200.000 

200.000 

2.000.00 

2.000.00 

0 

0 

0 6.000.00 

1.000.00 

一
500.00 

500.00 

500.00 

300.00 

300.00 

200.00 

100.001 

100.001 

(備考) 原著誕生産高は食用，工業用の需

要幸子し〈は笈績より推定した。
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先十昆布，アラメ，カジメ等の褐藻類の幹，貝殻，石友藻等を手で除去し

水漬，稀堕酸を以て 4-8時間洗糠すると色素，盛化加里，沃度，マン=ッ

ト等他の成分が取除かれる。とれを椿解槽に移L..遁量の水及び原藻に封し

5-10%の炭酸ソーダ又は苛性ソーダを加え.4OoC_50oCに加温しつつ藻体

が完全に糊般にたるまで揖枠i容解する。

ヨえに櫨過工程を容易にするため5-10倍の水?で稀轄する。識過前の71<.量は

原藻に封し.rアラメJrカジメ」の場合は 70-80倍，昆布では 1∞-120
4書に怠る.

稀韓液は先十趨嘗~方法で組大1:1:1容解捜査を除去し，次に瓦斯による浮遊

法又はバスケット・シャープレス等の各種遠心分離機，フィルグープレス，オ

F バーフィルター，袋櫨過等で清澄液とし，とれに有効盟議 1~杉位の次亜盟

素酸ソーダを加え液を漂白する。

との漂白液に硫酸又は堕酸を加え pH3附近に保つとアルギン酸グルが排

出して来る。ヨたに脆水を容易にするため 40CC_50oCの温湯に浸し，水分を

或る程度分離し，脆水後計算量の炭酸ソーダ又は苛性ソーダを加え=-ーダ

ー等で混合し中和すると極めて粘調1:1:糊放のアルギン酸ソーダペーストを

得る.

低観念用迭に用いるにはとのペーストにフォルマリン等の防腐剤を入れて

出荷するが，高級用途の場合にはとれを更に稀韓Lメグノールを加えて脆水

脆盟を行い精製されたものを減盤，真空，赤外組等で乾燥L粉砕してパウダ

ー献で出荷する。精製に徳用したメタノールは蒸溜回牧して繰返し使用する。

との生産費を左右する重要ゑポイントは原藻の種類，採集時期，産地別に

よる滞解方法，櫨過の能寧及びメタノールの回牧寧，更に熱の有効な利用の

四賠にeI;る。石炭の使用量も数年前は製品パウダー 1蕗に撃すし 13-14殖を

要したが，現在は潜熱等を有効に利用して 7-8腫程度に節約されている。

アルギン酸は 1債の盟類及び Mg盟.Hg盤は71<.に可i容で，他の堕類は

不i容性でるり又如何ゑる有機i糊uにも溶け1:1:い.金属堕には特殊の着色を示
し，アメ Pカでは塗料に利用したとのととである。

Na-盟の粘調性を利用した用途は特に多〈希望的にそれを羅列すると第 2

表の通りである。

然L各工業に従来まで使用されていた糊との債格の問題と夫々の使用上の

特性の闘係から，第2表の内で現在利用されているもの及びその年聞の需要

-9ー



78 毒薬 類 第1!1器 第S器量 昭和 28~BI 月

鱒2.アルギン融ソーダの用途
両ム由示ム|

i 

己 その他工業用品 11理霊 :11融持 11錨業 rI 
アイ R クリーム

アイス
キャンダー

チョコレート

ジ -1- 4‘ 

ケチャ汐 7" 

ソ ース

マーがりン
"'.: p ー

ゼリー菓子

瀦衣菓子

佃煮

ビール，酒

蒲鉾

ローション

線歯磨

li 鹸

清繕剤

農襲爵箸舟l

水性塗料

窮民根

気化周

清澄用

潤滑用

粕給用

接着用

ラテックスi島縮

不燃塗料

観*'軟化周

数量は昭和 28 年度。販寅計壷から見ると第 8表~示ナ通りである。

織物捺染については金園的で

は1:tいが冬期聞を除いては従来

の灘粉を殆んEアルギン酸に切

換えたエ場がある。現在は主と

して手捺染に用いられ機械捺染

には利用されてい訟い.

織物縦糸については十大紡績

舎祉で夫々研究している現在日

清紡績に於てはその使用する糊

料i腰掛の 40%をアルギン酸ソ

ーダに切換えたとのととでおる。

第s表現在のアルギン酸ソーダ
業種別需要厳量

用 主会 |年問販貿|計蛮重量量| 備

織物.録染 150.000延

織物縦糸 100.000

食 白周 100.000

考

留纂化粧品 50.000

その他 50.000

合計|必0.000

歯科印象剤その他

水位塗科その他

(備考)銀盤はパウダー2換算

食用に使用されているのは主としてアイスク Fームの安定剤として用いら

-10ー
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れ，工業的生産のアイスク P【ムに主として使用されている.零印乳業では

従来使用した線、てのゼラチシをアルギン酸ソーダに切換えた。小島乳業，明

治乳業は夫々 50%をアルギン酸ソーダに切換えている。・

然し上誌の何れの用途に於ても常に他の糊料と比般検討しつつ使用してい

るので，近年ポPピ=ールアルコール伊'.V. A.)， C. M. C.等が護費せられ又

南方のグピオカのような安憤左糊の輸入も考えられ，アルギン酸ソーダも常

にその品質の改良を怠るととはでき君主い。ヨえにアルギン敵ソーダの使用上の

得失を各工業について見ると第4表の通りでるる。

第 4表 各工業別アルギシ醜ソーダ使用上の長所短所

長 Jifr 短 所

①暦が少〈て~~られる。 ①4f期水温低いとき肱糊漣度が遅

@の湯必で要溶が〈吉ヒで他の糊のように煮熟
ν、。

ない。 @厚地の染色のとき肉付が惑い。

@比較的安い。 @糸き易目染い色。はその上にかぶせると関

捺染工業 ④乾燥早〈作業能率が昇る。

@粒子が敏符でむらになることがな
④酸に執壊な染料には使用できな
11、。

11'。

@合成色にうま〈行〈。

⑦最動物も繊よ維い。にはアルギン敵ソーダが

①締布の高級なものにはアルギン融 ①粘度が熱によって低下する。

織物縦糸
ソーダが最真である。乙れは 7イ @糸に附着する時聞が時により鎗

ノレムを形成するからで織り易〈便 う。

利である。 @使用時のpHが物によって渇ぅ。

①皐僚が比較的安い。 ①海藻臭が残る。

アイス @調合後の据短時聞が短い。 @筑化性に乏しい。

タPーム くアバン驚yーダ30分，ゼラチ ③吸混位がgA¥ぃ。
シ5-6 閲〉

従来各種工業に使用される食用灘粉は年間 50，000聴と云われる.その中

40，1∞0殖は織物用である.その中にはコシスターチ等の輸入にその原料を仰
いでいるものもある。拾ってとれ等D轍入及び蹟〈食糧の輪入を防過し，海藻

費源を生かすため平念にアルギン酸ソーダの技術改良を圃ら怠ければゑらな

い.現在は僅か450腫を置き換えたに過ぎ君主いが理論的にはその中の 6，500
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80 華菜 類ι 第 1容第3~虎昭和 28&f.12月

聴はアルギン酸ソーダに換え得る見込がある。現在研究中のものは切手謝寸

用糊，煙草巻付用糊，清樺剤等でるるが，とれ等の用詮に大々的に利用され

るに至るには尚数年の年月を要するらしい。

日本に於けるアルギン酸ソーダ工業は大正12年頃から始まる。首時，或る

製錬工場のグンクから漏出Lた硫化ソーダ液が偶々そとに捨てであった昆布

に作用L，紙のような外観を呈したととを護見Lアルギン酸可塑作物を製鑑

したのが始めである。翌年桐生高等工業撃校の某教授が，織物糊にアルギン

酸ソーダを用いることを研究したが技術上の飲陥から中止した。昭和3年に

商工省東京工業試験場第2部に於て研究を開始し，試験所の井上氏は自邸内

に試験施設を作り桐生，事調鯨十日町の商庖を通じ市場開拓に努力 L，神奈

川勝鶴見に工場を設けた。

その後日産化撃(宮山)，日本アルギン酸(東京下丸子)，東北興業(仙蚕)，大

日本水産工業(根室)の諸株式合耐:で製油を開始L，特に日本アルギン隈株式
合枇は穆酸ソ{ダ法の確立に努力L:た。

昭和 11年頃から工場は各地に設立され，大東化事(昭和 11年，小岡原市)，

共成(昭和14年，小樽市)，東北化製工業(昭和15年，岩手勝大槌町)，君津化

率工業(昭和16年，千葉懸青堀町)が操業し，昭和15年には嘗時操業中の5

祉は連合して工業組合を設立し技術の向上，市場の開拓に努力した。その中

で特に市場開拓に貢献したのは東京日本橋の小西安兵衛商庖であった。

戦争中の海藻工業は第一共大戟の時のように海藻加里，沃度工業が全盛を

極め，アルギン酸ソーダ工業は平和産業として苦難の道を歩んだが，終職直

前は或る程度軍用にも供されたという。

第 5袋アルギン酸Yーダ製
造工場般の観謹

年 次 採集工場設

昭和 22年 30 

23 33 

24 55 

25 18 

26 12 

27 10 

28 6 

{備考)試験操業を含む

f参戦となるに及んで、 G.H.Q.が設置せ
られるや日本に来た諸科事者の中立漆軍

の Dr.FERGUSON WOOD，カナダ園立水産

研究所長 Dr.NEOL M. CARTERの雨氏は

天然資源局から， Dr. CAROLは経済科事局

から夫々日本のアルギン酸ソーダ工業は寒

天と共に，輸出品として有望友りとの暗示

があワた。首時は軍需エ場は行き悩み，勢

力は官会号制lで麓をも摘みたい一心からとれに
着目するもの多く，金園 55工場が工業的
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又は試験的に着業した。然し嘗時は昆布を始めとし生産資材は穂て統制下に

あり，費金も規正され，技術は未熟で特に諸外閣の要求するアルギン酸ソ

{グの品質の詳細の不明，圏内市場筋の不認識等の理由によって中止するも

の積出L，第5表のような着業工場の愛護があった。

gIJ 6表 アノレギン酸ソーダ製造舎祉現勢

l 陣悶製造
| 憐 カ1- p..1昭和25年|昭和初年昭和27年

舎社名|工揚所在地|資本金1いウダ|種別|生 産|生 産宮山主
1 -換算)1 | 一

I "..~~...~ I …ー 1_. … k.:"7グー 4，418 I 2，鵬 1 1，881 
共成株式鮒|北海道小櫛 13，000，0001 36，0ω|ミ;二三一叶-官~.I一一二十二

議主這翠P持霊配|北糊海糊遊湖糊錫釧t帥 い同5島叩刷酬帆iρ仰仰州仰0∞側叫仰0∞叫0仏叩，ρθ∞削叩 ど院fz会~~I. -ごごご一一一-一一..+.~竺雪竺竺P叩。IQ.1 竺竺00
義唆警智z霊岩肝手麟駄火槌蜘町い臥同4ρ0仰 ω 7悶5弘刷5脚 l陪之2♂，'7釘 仰附空一lj1ぞ閉J竺明q
花 王 石 餓 l いn.(¥{¥('¥ 1¥1¥1¥ 開"""ノ村.:''7グðt'\.':':1今一;一鈍卸鈍i戸~1'河河:..1一J..~Q!~寓陥aおJ.1:41~~7
株式含社|山形蜘岡市|竺型日竺民主二主二|二コ一二
君津化拳工業 I..:::s::..~tlh;~.J&I1d"I" I q Î¥̂ 1¥1¥1'¥1 0" 1'¥1¥1'¥ 仔'7~:叶 7，6昭l÷ し...~4.lí.1 13，8お
株式合祉|千葉腕郷町ピ竺竺日竺!と三五亙亙副;皇位
鴨川l化工 I..:::::t:..:i\fa:tlI~mð rrll1h" 11"'~ 1¥1¥.¥ 1¥1¥1¥1"01¥ 1¥1'¥" 円'7:ダ-ーJ35，部9J38，15:413..1 98，778 
株式含社 IT~竺型11竺恒竺0，00恒竺~b主主主五重t通丞j亙盈;
昭和電工 I..:::::t:..*，= rtt6~.I.~ 1"，，，，， 1¥1"¥1¥ 山n.I'J001¥1"¥1¥ Iパウーダ一三 2，138 ー l ー
株式合枇|千葉蜘山市陛竺，0001竺竺lモ~~.~EI..~Æ:型0.1=-:二一一
大東化拳工業|紳奈 )11懸 12.000.0001 18.000 1::;竺-竺~1...~}nl...2'~~~ 1 株式合祉|小閑原市日刊，0001~竺|主主主J副;三盈|一一
銭見曹主主 I~Yå~6A 13 ra'" I 0'" 1¥1'¥1¥ 1'¥1'¥1'¥1 a.f Î¥I¥ Iパ?〆ー 1 2，0271 2，384 
株式蕃社|糊幡見直|竺竺，000L24仰|主主E 一風亘 ï59:~~s.:I..4i:蹴
餓麟多酒| い1¥ n̂̂ l¥t¥f¥l ， t::: I¥I'V¥ I竺ーI 801...:ー・一一一|株式含祉| グ I 80，000，的。 15，0叩 |λ-二云下一一ー一一二三ーー一一一二一一.t....二一
昭和水産化拳| い…m いI::':I¥̂I¥Iグdl'"で 一 一三一一| 一
株式含社|静岡膝下回町I2，000，000 叩叩|どとiご量生五割弱1，115.
磐城セメント looen.nn. ^̂" 昨日，̂ Iパlウ ~::-:I 6，5~:4一一一旦 :.1 35，958 
株式合祉| グ 空竺型引 75，仰い三千-訂33二昼盗J二;盆;
中越化拳 1........""'>.1.......1 〓・1::':1¥1"11¥ I~~.?.~・ :::1 3，499 し...~~Q.I一
些三乞宜主t1宮山嚇見町巳竺竺恒竺生長ヱ五盃;13m:二i二
一| いA …̂^̂'昨日 Îパウダ-1 2，060 1 - 1 -議雲等霊|島根豚江津町川柳叩佃町ω|ミ.~.~.~I.. 工ー 1.....:二 孟

I '-::b ~tn2:.tr::: M.，. _1 白^I\n. n〓 .吋v一̂ 1パウダ-1 1，ρ00∞o 1 13，600 1 2釘7ρ震雲喜護|徳僻島牒醐附板棚野酬町凶…?也七竺竺1巴乞二竺竺J直皇皇盆J2.7J.0.1二
奥鯛園化惜準駐工諜業 l 大幼分矧熔鵬儀崎馴町 |μ3，0∞肌0ω叫0仏、仰仰β川川⑪⑪叩|ゆ0130口:0，0∞0ω10I院f♂竺♂.:'汚江''7土Y巴~:ぞr仁ぞrr;竺竺竺~ 一一一一一』一

計

{備考Jパウダー=ベースト X 1/10 

?.:'♂f竺ぞぞ三竺 -一一一一旦J竺空型空~，.!Ii坦里惇恒l 一 u明占~~.6J.!一句:&~~.
ペースト 320，5111249ゆ101309，330 
計

820，000 I(パウダ 127，037 1180，407 1229，544 
ー換算)I 
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82 事誕 類第u量第S競昭和28.fJ!.12月

然L残存した工場は技術的にも経普的にも多大の犠牲を梯い，単位工場の

生産力も上昇L漸く前挫の用途別の市場を開拓し得たが-，二の例を除い

ては未だ濁立採算の商には不充分で輪出には債格が合わや，尚一唐の合理化

が要請せれらている。との間昭和 23年には復興金融金庫より約 20，000，0∞
闘，昭和24年には劉日援助見返り費金が 75∞oρ00闘貸出され，業界を今
日あらしめるに大なる貢献を注している。

昭和 25，26，27年の8年聞に於ける業界のAA況は第6表及び第7表のよう
でるるが，昭和28年に至つては質動工場は君津化串，鴨川化工，磐城セメン

ト，昭和水産化著書，鶴見曹謹，志摩産業の6枇に集約された。

第 7~ アルギン酸Yーダの周治則販E宮殿量及び輸仰

附圏内販貿

用|織物用!?化策|工業用|その他|合 計

昭 パウダー 41，513延 36，061託 6，0701iI 7，420斑 1，449延 92，513庖
和
ベースト 61，621 176，935 32，476 48，410 15，845 335，287 

25 
計a手 パウダー換算 47，675 

53，755 9，318 12，261 3，034 126，043 

72，406 9，335 18，538 2，122 177，852 

和べ 50，133 暖 パウ7正ダー換ーF算1|| 7R岨
26 

153ρ6s 18，898 15ρ09 1，969 239，077 

年 ，、。申・u， 80，必i4

昭和27&手は顎陸中

l吋翰

S手 次

昭和 24年

昭和 26&手

昭和 27年

111 

般

ポンド
3，407 
2，865 
1，250 

87，713 11，225 20，039 2，319 201，760 

園仮格|製造舎祉|輸出先

918，498図陣)1(化工，花王右輪|アメ P カ

763点54 鴨川化工|アメリカ

450，000 鴨川化工|アメ官カ

(備考} 債格は F.O.B.とする。

日本に於ける褐藻類資源は非常に多いと云われている。事質，職争中梅藻

から盟化加里と沃度とを製遣した時は軍の強請と強力伝統制の下にるったと

は云うが，昭和19年に海藻から 3700腫の鹿化加里が製遺せられている.と

れを原藻に換算すれば約 17，000，000貫の雑昆布「アラメJrカジメ」等の非
食用海藻が集荷されたととに怠る。平時の生産は現在アルギン酸工場も操業
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岡崎: アルギン酸ソーダ及びアルギン酸ソーダ工業の現紋 邸

L，その他佃煮用肥飼料用に向けたりするので大体 2，1∞0，000貫の「アラメ」

「カジメ」が集荷されているらしい。とれは「カジメ」等の密生地帯で、は他の

水産動植物の蕃殖保護の必要上，夏の漁閑期に「アラメ狩り」という行事が

るり，自給肥料にしたり販費したりしているととからも想像に難くない。一

方食用昆布は王子時年間 ]2ρ00，1ωo貫程度の生産がるり，非食用雑物，裾物は
大体 2，∞0，000貫{立は出ると見られるから，現在の欣況は「カジメJiアラメ」
「雑昆布」合計で約4ρ00，∞0貫程度が理論的にアルギン酸ソーダ原料として

期待できるものとJ思われる。

然LiアラメJiカジメ」の場合は常に他の沿岸漁業例えば「アワピJiエ

ピJiテングサ」等を採取する採算と比較されるから，アルギン酸ソーダ原藻

が常に集荷し得られるとは限ら友い。然し他面に於て「テングサ」等の寒天

原藻と異なって「カジメ」や「アラメ」等禍器類の取引は殆んE潰で現金取

引が行われ手形取引はゑい。
第 8袋カジメの商品債依

従って漁民にとってはとれ等

海藻の採取によって，現金牧 カジメ中の有効成

入が得られるから有利なー商 7ルギ材協~Jg，メ 分主主びにその商品
もあるわけである。 としての俣格

とれ等の理由から現在より

も倫高慣にアルギン酸ソーダ ゎ=斗匡ヨ匂
工場が原藻を買入れるととが

アルギン酸

180j¥ 140固

できれば，殆んE組、てが工業
マンユット

140 110 
用に向けられるととになる。

従って褐色斑類に含有する他

の有効成分もアルギン酸ソー

加盟瞳

]20 2.5 

グと同時に製品化して，原藻

の慣値を増大するととが必要

沃 皮

4 8 

である。「カジメ」という外見
7コイジン

90 54 
極めてゐ組末吉主海部，の商品慣

値を成分分析から債格に見積
クロロ 7イノレ

6 ]2 

ると第8表のように友る。

* Qjlllllllllllllll令以上の理由から水産聴では 計 426.5 

昭和 26，27の 2年筒年に亘
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類

って海寵高度利用工業化試験費を計上し現在アルギン酸ソーダの製造を行

っている圏内6工場に合計15，818，100闘の費用を交付してアルギン酸に戎い

で，含有量と商品債値の多いマン=ットの工業的製鑑方法の試験を行い，現

在着々と成果を事げている。

マン=ットは六債のアルコールの一種で，白い結品体で弱い甘・味を有L，

その希望的用途は第9表の諮りで

ある。

との中で現在販賀されているも

のは皆薬用が主で、あり，未7芝生産

品を総て販買するに至ってい友い

が，エ業用に供する場合は粗製品

で足りるので現在工業用の用途に

ついて研究中で、ある。以下マン=

ツトの試験製造エ程の大要を述べ

畷和28.{手12月第s趣意第1傘-藻84 

ると，

第 1には，原藻からアルギン酸

ソ{グを抽出する以前に液体アン

モ=ア又はメタノール等のi容掬lで
マンエットを抽出し，以下分離，漂

白，濃縮結晶，再結品，分離，乾

燥して製品化するもので、，使用した液体アンモユアは蒸蛮冷凍回牧する。メ

タノーJレは燕湘回牧し共に再度使用する。マンエットの抽出の格づた母藻は

とれをアルギン酸ツーダエ場に選るのである。

第2には，アルギン酸ソ{グ製遣の第1工程である原藻の盟酸鹿理腔液を

利用せんとするもので，との鹿液はマン=ット，沃度，盤化加里を含有する

と共にフコイジンを含有するため，シラップ扶でそのままでは水分の蒸殻が

困難で、aうるから活性白土，鱗盟等で精製し，他の成分を鵡過分離して蒸殻を
容易とし，効用健で液を濃縮し更にイオン交換樹脂等の精製剤を用いてマン

エツトを精製乾燥す答。

第3の方法は廃液にアルギン酸ソ戸ダ及び消石炭を加えて精製し，硫酸銅

を加えてマン=ットをマシユット銅として沈澱させ，強過精製したものを電

解Lマンエツトを遊離せしめ，残る水分を蒸渡しマン=ットを脆71<.して乾燥

-16-
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岡崎: アルギシ酸ソーダ及びアルギン敵Yーダ工業の現紋 85 

ずる。

以上各方法共一長一短はあるが，技術の完成と製品市場の開拓とによって

海藻の慣値も上昇すると期待が持たれている。アルギン酸ソーダの一般製法

.10表説明表において番競は夫々下記にて賓施したものである。
詳細は下記に照合すればよい。

番競| 笈胞舎社名 |同右工場所在地|捻 常 者

① |一般的製法 |第 6表参照 |下記参照

@ |花王硝株式合祉 |山形糊岡市新町光ケ丘 |佐川幸次郎

@ |東北化準工業株式含祉|岩手際上閉伊郡大槌町小槌|積回勝太郎

@ |昭和水産化拳株式含祉|静岡鯨賀茂郡下回町 2 荻崎五郎

@ |鴨川化工株式含社 |千葉懸安房網島}Il町貝渚 |藤田丈夫

@ |蝋セメント株式鮒|静岡賂撒部下回町中島 |小 川I 正

なお②@⑤についてはその試験報告があるから(水産隠愛行}申越しあれば

ヰ6'~きりする。

w
d
 



86 糠 類:第11/量第S滋昭和28.l手12月

と上越のマン=ット製趨工程の概略を第10表に示してたく.

職時中全盛を極めた海寵友より浸出法によって加里堕と沃度を製遣するエ

業は，アルギン酸やマン=ットのよう~有機物を全部焼き捨てる工業で，職

後は加里盤も安く輪入され梅藻友から加旦盟を製遺する工業は，とれと同時

に製遁せられる沃度や食盟とプール計算しても倫採算に合わゑ〈象った。

アルギン酸ソ戸ダとマン=ットとを同時に同ビ原料から作って，向その話1)

産物として加旦盟と沃度を製遺して始めて採算が合うようにたるのでは註い

か，との問題も既に技術的には研究が進行中でるり，又同時に製詰ませられつ

つある葉韓議については，近来化粧品，脅薬品等に脚光を浴びつつあり，又フ

コイジシは製紙の分散剤として利用の可能性があり，との二つの製品化につ

いても既に基礎的危問題は解決し，工業化の試験を待つばかりに怠っている.

寒天原藻と異怠って褐藻類は資源的に多く車まれており，その有効成分が

多種に亘っているため，研究の進行につれて原藻の慣値が上って行くととろ

に面白味があり，それだけに産業とし成り立つ大工業とするための研究事項

には倫多くの問題が蔑されている。

-18-



梅崎: 志摩牛島海産藍藻類調査機要 釘

志摩半島海産藍藻類調査概要

梅崎勇

{京都大高島良拳勧1t産拳殺到

志摩牛島は三重鯨南部に位置し，伊勢志摩園立公闘に指定された景勝の地

であり，又英虞韓は員珠養殖場とLて叉半島全域は7K産資源豊富で水産上重

要君主ととろでるる。海岸繰は出入り多い Hアス式海岸を君主し，梅藻フロラも

豊宮である。現在までとの半島は幾多の畢者により採集調査され叉それに闘

する多〈の報告も護表されている。然し海産藍藻類に闘しては未調査の憧建

されてゐり，筆者はそれ堂開拓調査すペ〈昨年(1952)3月.6月及び10月の

3固に渉り，御座，越賀，和具及び和具沖大島を主とL.的矢糟も 1回，採集

調査を行った。現在調査中ではあるが，ととにその結果の概要を強報しよう

と思う.

A フロ:7の調査(同定されたもののみ)

藍藻類

タロオコックス科 3嵐 5種 2饗種 (2種 1饗種)

プレウロカプサ科 5嵐 9種 (4艶

デルモカルパ科 2風 4種 (3種)

イデュアイ.ミドリ科 2嵐 2種

ヒ グ 弓E 科 3嵐 6種 2鑓種 (2種)

スティゴネマ科 1風 1種

;:J.. l〆 司と 科 6風 29種 (5種)

括孤内は日本新産。

B 生態畢的調査 (6型に分類した)
プランクトン型 2属 2種 1饗種

藻体着生型 8麗 18種

藻体内生型 3属 3種

岩上着生型

濯水帯型 1風 1種

上部潮間帯型 7属 7種 3鑓種

-19ー



88 議 類第1着陸第S繊昭和m年 12月

下部潮間帯型 9属 16種

漸深帯型 5属 6種 1饗種

貝類穿孔型 2属 2種

岩石穿孔型 1属 1種

備1種で多型を示すものもある。

貝類穿孔型として戎の2種が見られた。

プレウロカプサ科: 局lellacaespitosa Bo悶.et FLAH. 

スティゴネマ科 Mastigocoleustestarum LAGERH. 

生育居を垂直分布よりみて最上部に生育するものは，岩上着生型(瀧水帯

型)で次の 1種は顕著である.

ヒグモ科 Calothrixscoplllorrim (W. et M. )AG. 

G アヨヤガイょに昆られた藍藻類(御座員珠養殖場より)

クロオコックス科 Aphanocapsalittoralis HAN田.

var. macrococca HAN出.

ユレモ科 8pirulinasllbsalsa OERST. 

Oscillatoria laetevirens CROUAN 

Osc. nigro叩'iridisTHW  AIT酪

Lyngbya aest陶 riiUEB肌

HydrocolellT1l glutinω仰 (AG.)GO.肱

Hyd. ca11tharido抑制 (MONT.)GoM・

尚アコヤガイ上には，今回の調査では貝類穿孔型藍藻類が採集されたかづ

た。

文献

稲垣覚ー (1950) :値研雑 25(1-2)， 20-26. 
(1950) : 日拳接合繍，自然と人文， 2， 7fトss.

SEGI， T. . (1944): Bot. M;昭.駒 (686)，33-37. 
瀬木組男 (19鈴):犠研雑~ 22， (7 -9)， 97-99. 

(1951) : 三重婦生関委舎繍，三震鰯産生物自鋒，海遊， 340-352. 
高畿昇，山田幸男 (1950) : 櫨絡，錨 (750)，265-269. 
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八木 : 伊畿に於ける今夏の部類研究二題 89 

伊換に於ける今夏の藻類研究二題

八木 繁 一

A. 伊強に於ける夏季の Batrachospermumに就いて

本!障の犠に年平均試j毘15.50Cもあるill1.1.民主主地方では Batrachospe，.，引umはも

早5月Kも怒ると殆んど姿をと洋iしてしまうのが普通で、あるが，私は今夏8月

菩多~nl~~津村-1象讃i1JH八多喜騨の泣く一紙1)[司 )1.11 1 1祉の小山の北側に枇設に覆わ

れた 4m~ 位の泉のあるのを見た。ととにとの藻と Leゆptωod必iic的t勾J

t加e町1"0ωsc.vPρμμ仰111附z

ご二-箇J所i)列)月i'から4初似i占淑』浜iめてJ冷令い百荷!庁i7水kがとんとんとi湧男出している。 7Jd且は 170Cであっ
た。とのよ主は肱川の71'<がとの;J、山の下を潜流してととに湧出しているのだと

のととでるる。又とのJ裂を土地の人l土大詰lj"7kと呼んでいる。その附近の流れ

川の水温は 2i.5GC で， 首日 (I附附赤荊利|日12鉛8年8月3初O日削)の筑i慌毘が 3招20C でで、あつ

た。 かの溜温L泉郡川上ヰ半村λサj吉久の Nen川f

とから流れi出ιる;J小lト、サj川l川|のy水ki温毘が同年9月1日に2幻lGCで、誌るうつ7たζ。勿論前記二A'J
の誌は全然認められなかった。さて大清水の近くに今一つ樹聞に大泉がある

のでとれを調べたが，7ki毘は 18.5"C であって叉之主宰の諜は見詰らない。以

上のねU'J:ととからとの藻は他の環境もよく， 7k温が 170C位までの泉水で、あ

ったら，南図。l-l象に;於ても年IMIを油

じて枯死するとと友く生前が出米る

ものと考えられる。兎にf(J永年イ=)1-1象

のよ誌の藻を槻察している私には有jめ

ての事寅でるった。

との Batrachos抑川11111 は手11 さ 10~

15 cm内外で紫紅色で美しく ，下方

は輸生校脱落して主lj1lhは長く裸出し

ている。上方輸生技のある部分を観

ると中軸κ接近して襲来がニヲIJにな
らんでいるが，勿論胞子は全然な

く，中は宰liliIとなっている。との袈

- 21ー
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B. 伊韻の線藻に次の3種差新しく加える

昭和28年8月初日.26日.27日と 3日間伊7象南宇和郡内海村'E13良牛島の

海藻採集を行って約 60臨を得たが，その内次の雑誌 3租1は伊7象の海にて，

はじめて得たものであった。

1. Caulerpa Webbiana f. tomentella WEBER V. BOSSE 

2. Cauler仰 l'aCI!11/0savar. laete叩irellsWEBER V. BOSSE 

3. Caulel・paかltatavar. typica WEBER v， BOSSE 
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第8回万図植物準舎 91 

第8回万園植物皐曾に就いて

来年7月パリーに於て暴行される第8四万閥横物拳舎には藻類に関する濁立の官官円

が設けられるので，その掠賞者である 7:r.1レ1..マン数授から舎主主のもとに通信があ

り，日本からも多鍛の藻類拳者の参加を希望し併せて，下記のノートの拳舎誌への掲

載方を依絡された。

VIII e CONGRES INTERNATIONAL DE BOTANIQUE 

(Paris July 1954) 

SECTION DE PHYCOLOGIE 

For the first time the Internαtional Botanical C，仰gresswhich wilI be held 
in Paris in July (2-14) 1954， wiII include a section exclusively devoted to 
Phycology. 
E可renchPhycologists hope that many foreign colIeagues will attend to the 
meeting冒ofthis section. 

Preliminary programme of these meetings will include : 

1) Com戸.rativeCyto)ogy of AIgae applied to cl醐 i自白tion
2) Biochemistry of Algae applied to cl関目i自国tion
3) Morphology and development of Algae 
a) Life-Cycles 
b) Cl鰯 ificationof Chlorophyceae 
c) Evolution of Algae of the origin of vascular plants 
d) Fossil Algae 

4) E∞，logy， Floristics and Geographical distribution of Algae (marine and 
fr倒h-water).

Phycologists who intend to submit communications to the Congress are 
kindly requωted to send to the secretaries of the Section of Phy，∞，logy before 
Jan. 15. 1954， a brief summary (written in Englisb or in French) not ex-
巴関ding5，000 letters or spaces for original communication conn旬 tedwith the 
programme of the meetings or 2，000 letters or時蹴esfor miscellaneous com-
munications. 

'Phycological excursions are がanned:
A-Before the Congres8ー(Lastweek of June) 
1) Marine: Along the Cote des Alberes. (Mediterranean Sea) at the 

Laboratoire de Biologie marine de l'Universite de Paris 
in Banyuls唱ur-Mer.

2) Fresh'water: In Auvergne at也eLaboratoire biologique Qe Be樹e
en Chande関ede l' Universite de Clermont-Ferrand. 

B-After the Congress--ー(fromJuly 15-July 21) 

1) Marine: Along the Coast of Britanny in the白annelat也eStation
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biologique de Roseo宜del' Universi凶 deParis， including， 
if po副ble，an ex，叩rsionfor fresh-water algae in inner 
Britanny and a visit. to a Manufacture for production of 
lodine and Algine from AIgae. 

・2) Fresh-wa旬，r: To subalpine Lak伺ぽoundAix-Ies-BaIDs and世leLa-
boratoire d'Hydrobiologie de I'E∞，le National de Eaux et 
Forets du Lac du Bourget. 

All matters conceruing the Section of Phycology and Phycological Excur-
sions mus七beaddressed to the Secretariωof the Section : 

Prof. J. FELDMANN Dr. P. BOURRELLY 
(Marine AIgae) (Fresh-water algae) 

Institute Oceanographique 

195 rue St Jacques 
Paris 5岳me

文献抄録

BATTERS著

「穿孔藻類の新属コンコセリスに就いて」

BATTE時， EDWARD ARTHUR LIONEL: on Conchocelis， a New Genu日 of
Perforating AIgae. in G. Mu町ay'sPhycologicaI Memoirs. 1892. Pt.1. pp. 25-

28， pI. vm. London. 

之~も邦産のコンコセリスに就いては幾づかの報告がなされているが本誌に於ても

須諜博士が「アサクザノリの養殖を安定させるためにJ(部類第1谷第1務)の論文中

にコンコセリスに閲して興味深〈越べられて居るし，叉中村博士も「務者の生涯Jく藻

類第15/量第2減)という題でNatureJil1i般の DREW女奥の論文 rPorphyra u，mbui'・
cα陥 (L.)KUTZ.の生活史tこ於けるコンコセリス期」に就いて詳し〈紹介されている。

DREW女史は Porphyraumbuicalis (L.) KUTZ.の呆胞子が量産穿して出来る糸状

体は BATTERSが 1892年に貝殻に穿孔する渡瀬め新風新穏であるとして C仰 cho・

celis rOS6αと命名護表したものと外見上岡ーのものであると也ぺられているのである。

そこで準渚はBATTERSによるコンコセリスの原記総を検討してみたいと思ったの

であるが同時に原記載は此の際是非知って置かれなければならないことであるとも思

づたのでここにこのBATTERSの論文を紹介したいと思った次第である。叉務所の研
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究機聞からしばしばζの論文の借覧の肴翠に接しているが本拳では貴重文献の貸出し

をお断わりして厨!J，叉此の小論文開質の篇めにわざわざ本拳まで来られるわずらわ

しさを省〈一助ともなればと思い敢て鎧に稚拙ながら抄録したことを諒象廠いたい。

罪文

穿孔する謀類として勘副ET.FLAHAULT爾氏は I歌体動物の固い艮被の中に生

活している般湿の植物についてJ静の報告中に此の奇妙な朕懇で見出されるであろう

所の8属の誕綴を事げており，それ等はすべて藍藻か緑藻で色は藍色か深緑色或は草

色を曇している。理誌は英国の Clyde海のCumbrae島附近で採集した貝殺の中に他

の幾つかの穿fL議漏に混じって，明らかにに Porphyraceaeに属する鮮明な勝目旨色
の或る糸状の藻類を凌見して非常に鴛縛した。穿苦L華薬類に最も造詣の深い BORNET

に此の標本を諮って彼が今迄の研究中にこれと同じものを見たことがあるかどうかを

導ねた。 BOlU司&Tは平漣返事を呉れて，彼は之遁に忍の植物に似たものを見たことは

ないが Erithrotrichiaに類畿の種と考える旨を回答して来た。訟は此の報交で我が

海議君事(相)に此の奥壊まある新種を加えることに就いて短い説明を致さんとするもの

である。

この議類が初めて得られた艮殺は犬小Cumbrae島の神水深 6-8毒事の所をドレヤ

ジされたものである。最もれ、標本は Myatruncata'棉と Solen叩 :g'U.間輔勢の貝

殻の中に穿孔していた。所が事誌は其の後に千潮時砂演に打上げられている貝殻の中に

も，貧弱ではるるがζの議類を見つけた。

この重量績の存在は肉眼には貝殻の内側の表面にあるピンク色の斑勘とじて認められ

る。この斑磁は擦っても落ちない。叉コンコセリスが穿孔している貝般から傘透明に

なる程の薄い破片をかきとることが出来ればルーべでもこの藻類の蹴砲な放射糸朕体

を容易に認bるζ とが出来る。

との織物の待綾はそれが生育している石灰物質の中からとり仰されなければ充分に

は分らない。そとで忍はBo悶ETと FLAHAULTが島方した Perenyiの溶液制酬

が他のどんな脆カルシウム剤よりも作用は緩漫であるけれども最も夏好な結果が得ら

れることに気付いた。

此の誕類は最初は岡司容の施織に見えるがそれはしまいに幾っか合泌するようにな

る。此の施磁のピシタ色がこの藻類と常に或はしばしば混在している他のどんな穿孔

誕媛の権織からもはっきり嵐創出来る。

Perenyiの溶液を用いて貝殻からこの誕績をとり出すとピンク色の斑織は交錯した

分岐糸状体が綱放をなしているものであることが寵<.に分る。ま住織の中.c、部では密に
アエルト朕をなしているので分岐の朕態がよ〈分らないが，然し縁惑ではそれ程交錯

していないので1本 1本について相舘の長さまで辿ることが容易である。乙の藻類の

体は闘節する分岐糸僚から成!J，若い植物の体{闘 1，2)ではその糸燥が中必から頚
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ふ必d占似品..{8dt.，・
Perenyiの溶液で肱灰した標本から作った

園 1，2 ζの議績が極〈健かに感染している貝鍛の1部から得た若い植
物体 (x170) 圃s夏に選んだ時期に於ける水平な部分 (x170) 
圃 4 垂直な糸僚の官官分 (x170) 園 5 膨腹部の還を育の種キの扶態色

素体を示している 園 6 胞子を有している膨服部の部分。(原図寵寓)
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射紋に憤って居る。それから次第に幾つかの権臓が合泌するようになりJ!に交錯し

て，縁密な謹組する水平な綱となって，終には貝殻の表屠の内総のかなりの部分を覆

。てしまう ζ とになる。

此毒事の糸像は太さが麟ぷるまちまちで，者誌の測った一番細いのは径僅かに 1.5μ，最

も太いもので径 7.5μib".普通は径約制である。叉水平な糸傑をなす細胞は移が

非常に種4で民産?であったり曲っていた".混棒紋叉は三角形3或は記越しに〈い

程不規則惨なをしている。水平な糸吠体活の下の所々から糸傑がふ〈れ出て仕切のる

る単像叉は僅かに分岐する所の不規則な膨脹部を形成している{閥的。この膨服部は

普通の糸像よりは勿論太(.径はしばしば 20-30μ もあ".長さは 70から 110μ以

上に遣するととも稀にある。書量常の糸僚部の分岐方法は極必て不規則で相嘗の長さi!!

皐僚でありながら念に，側出芽のひとぽえ{輩出}によって密な分峻体と成る。側技

は望者生であったり互生であったりで，そのまま皐像のζ ともあるが，叉， 主りしばし

ば複分岐しその側技は時に網目放をなすζ ともおる。糸像都の細胞と膨服部の翻胞は

普遁には結合部で，程度の差はるるが経れている。

膨脹部は 2-10の細胞からなっていて，長さは 15μ から 30μ ぁ".金〈単傑で

あったり，多かれ少なかれ分岐している。膨腹部の各細胞の中.C¥には1簡の屋形の色

素体が存率しその星軍事の足はしばしば細胞の議過に迄議している。事誌は色素が普通の

糸織中に配置されている様子を穆笈には見届けるととが由来なかった。然しそれは図

惜の墜に謹韻する暦をなして麟り附けられているように見える。その固筒の墜は，滋

の観察した限りではいつでも均等な或は殆んど均等な膝脂色を曇している。膨膝官官は

水平糸餓部からしばしば分降する，その時に膨腹部は濁立に審議することが出来る。

稼は色々の大きさや形の膨脹部がそれ等の由来した水平な糸絡協の痕跡さえも止bず

にGom側 Z伽や他の穿孔藻類とー絡になっているのをしばしば見ている。

此植物は膨陵部の細胞の中に1絢胞に1筒ずつ形成される胞子によって繁鶴が行わ

れるとa恩われる。選えはその細胞から胞子がぬけ出るらしいとこるの球吠体をみてい

る。而して，時々それ等が滞擁して他の穿孔議類の糸像の聞に混じワているのが見え

る。

色素体の形と色素体の色lk.ぴ胞子形成の方法によって Enthrotrichiaとこの感と

の間には強いつながPのある ζ とが指摘される。然し分岐体でるる ζ とと特異な膨脹

部をもっていることとが爾濁をはっきり分離する。成る観融に於て例えば膨腹部と分

岐方法の酷でコンコセリスと Ost6robilll仰とは似ているがそのピンク色と関節糸献体

とに主って宜「さま匡測される。

術本文には新居としてのコンコセ1);;1.の性質をラテン交により簡単に記銭し，且っ

この糸肢体に C側 choceliBroseaなる種名を奥えて同じ〈ラテン文による簡単な記越
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がなされているが省略した。

註*BORNET， EO.and FLAHAULT， CH: Sur Quelques Plantes vivant dans 
le Tes色Calcariredes Mollusques. Bull. Soc. Bot. Fr. 1889. XXXVI. pp. 

1-31， Pl. VI-Xn. 
輔ェゾオウノガイ

恭輔マテの 1種

輔蝉侍 Perenyiの溶液の底方は 10%羽青酸4容量，アルコール3容量， 0.5%クロム

殴3容量である。色は Bluevioletを呈する。

〈三浦昭椴ー東京水産大拳植物拳敬室〉

皐曾鎌事

日本藻類事合:第一回総合議事報告

日 時: 昭和初年10月11日，午後6時より 10時。

場 所: 金海大署長主義生舎館。

出席者 33~。

開舎に曾り，舎長山岡幸男氏の挨拶があり，中村義援事幹事が遜行係となり，夕食を

共にし乍ら，阪弁奥志雄幹事から庶務・舎計の中間報告が行われた。後，成瀬弘幸争氏

が総合議長となり議事に入り，中村幹事から提案理由の示された食則の鑓更を勝!1，

本務の表紙E廷に掲載された合員。が添認された。叉，無記名投票による合長の溜纂の結

果山闘争男前令長が再選され，新役員は後に令長の指名による事で一任された。夏に，

舎長より，石川光春闘枝滞牧野富太郎三宅鴎ー中堅手治房田原正人山内繁雄の7

氏を本舎名響舎員に推薦致し度しとの提議があ!1，満場一致で之を可決した。次いで

懇親舎に移!J，自己紹介等が和朱綴々緩に行われ，第一回総合を絞った。その他の議

事及び報告等は下記の如し

1. 舎則。本意書表紙裏に掲載のものを見られたい。

2. 含首長。本舎の財政面から食誌に康管欄を設けよ，との聖書があったが，今後考え

る事になった。叉主主i践講座機のものを掲載しては如何との車撃があり，多般の質成者が

あった。

3. 合員。合員数がさbない故曾誌を底鼠に出し，叉他の雑誌に本誌の存在を強調し

ては如何との聾あり，之には舎員総てが新合員の獲得をすべきであるとの申し合せに

一致した。

4. 役員。後日，合長より指名されるが，各地に世話係を依蝿し，舎員からの質疑

に臆答し，其の他，入舎，舎貨の一括送付等の斡旋をする様にしたいとの提案があ

!J，之を笈施する事にした。
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舎 員諸 君の投稿 を募 る

合只諸君から大体次の事拐を御含みの上の投手i.Gを期待します。

1. 誠fJ(に関するル論文(手n文)，紡:沼t， ITí古文抄~!k， 雑鋭、籍。

2. 原稿掲i訟の取拾，:t砧i肢の)11n序，i本紙及び校五は役員舎に一任の ζ と。

3. 別刷は小論文，綜設， 総合抄鍛に限りその技用は 50部を舎にて賀拾し， それ

以上は著者賞捻のとと。必要部並立は投稿誌の際にrIl込むとと。

4. thj'j命文， 綜iot，総合抄録は 400 字言吉原稿用紙 12 枚位~， 其他は同」ニ 6 枚位迄

を限度とし回収等のスペえは此の内に含まれる。

5. 原稿は平仮名混り，綴:1?としなるぺ<400字詰原稿用紙を周ふるとと。

書frに務類に闘する質疑態答欄を設け皮と思いますから，合員諸君の御利用を乞う。

f;'oJiてIi日は札幌市北大型翌幹部他物盗致室内本合庶務幹事宛のとと。

究'

昭和28存 12月15日印刷

昭和28&J三12月初日 王室行

漏1込書在登行者 中 利 益岳 民F
à1綿市舟見司r~ ti命誌i大接近感閣1泊夜研究所

印 刷l 者 山中 キヨ

tL指iII北 -(，占回三丁 目ニ苔l也

後 行FTr 日本 主主翼i'i象令

払鶴市北i(;j;fi大感理感知続物摩舷室内

摂 梓 1I、締 1330S




